
漆
の
魅
力
輝
け

３
候
補
、
「
容
認
派
」
の
み

　
四
国
電
力
伊
方
原
発
　
１
９
６
９
年
に

旧
伊
方
町
と
町
議
会
が
誘
致
し

年
に
建

設
が
決
定
。
年
に
１
号
機
、
年
に
２
号

機
、

年
に
３
号
機
が
営
業
運
転
を
始
め
た
。
２
０

１
０
年
３
月
に
は
３
号
機
で
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
を

導
入
。
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
を
受
け
て

年
１
月
以
降
、
全
基
が
運
転
を
停
止
し
て
い
る
。
四

電
は

年
７
月
に
３
号
機
の
再
稼
働
を
申
請
し
た
。

伊方・お膝元で町長選 　 ７　

毎
月

日
に
四
国
電
力
伊
方

原
発
の
ゲ
ー
ト
前
で
行
わ
れ

る
抗
議
行
動
。
原
発
の
危
険

性
を
訴
え
る
た
め
県
内
外
か

ら
集
ま
っ
た
市
民
団
体
メ
ン

バ
ー
ら
と
は
対
照
的
に
、
町

内
は
平
穏
を
保
っ
て
い
る

３
月

日
、
愛
媛
県
伊
方
町

　
国
内
の
原
発
の
中
で
早

期
の
再
稼
働
候
補
と
目
さ

れ
る
四
国
電
力
伊
方
原

発
。
高
ま
る
周
囲
の
注
目

に
対
し
、
お
膝
元
の
愛
媛

県
伊
方
町
内
は
不
思
議
な

ほ
ど
の
平
静
を
保
っ
て
い

る
。
背
景
に
は
４
月

日

に
投
票
を
控
え
る
町
長
選

の
存
在
が
あ
る
。

　
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
後
初
め
て
と
な
る

町
長
選
。
安
全
性
や
事
故

時
の
対
策
な
ど
の
原
発
問

題
が
争
点
に
な
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
が
、
現
段
階

で
立
候
補
を
表
明
し
て
い

る
現
職
、
前
職
、
新
人
の

３
人
は
い
ず
れ
も
再
稼
働

を
「
容
認
」
す
る
ス
タ
ン

ス
。
「
選
挙
で
原
発
に
つ

い
て
触
れ
る
つ
も
り
は
な

い
」
と
１
人
が
断
言
す
る

よ
う
に
、
原
発
に
関
す
る

発
言
を
タ
ブ
ー
視
す
る
雰

囲
気
さ
え
漂
う
。

　
過
疎
化
が
進
み
電
源
三

法
交
付
金
な
ど
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
町
財
政
。
発

電
所
所
員
や
下
請
け
業
者

の
雇
用
、
全
国
か
ら
定
期

検
査
に
集
ま
る
作
業
員
を

見
込
ん
だ
商
業
。
「
親
族

ま
で
範
囲
を
広
げ
る
と
、

原
発
関
連
の
人
は
町
民
の

半
数
を
超
え
る
の
で
は
」

町
関
係
者

と
い
わ
れ

る
ほ
ど
、
原
発
マ
ネ
ー
が

浸
透
し
た
現
状
を
、
そ
ろ

っ
て
町
職
員
出
身
の
３
人

は
熟
知
し
て
い
る
。

　
町
民
の
中
に
は
再
稼
働

容
認
派
だ
け
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
選
挙
に
懸
念
を
示

す
向
き
も
あ
る
。
「
安
全

神
話
は
崩
れ
た
の
に
、
関

係
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り

に
再
稼
働
し
て
い
い
は
ず

が
な
い
」
。
段
々
畑
で
特

産
の
ミ
カ
ン
を
栽
培
す
る

男
性

は
語
気
を
強
め

る
。
「
も
し
伊
方
で
事
故

が
あ
れ
ば
子
孫
に
顔
向
け

で
き
な
い
。
原
発
を
な
く

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
少
な
く
な
い
は

ず
」

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
声

が
新
た
な
候
補
者
を
つ
く

り
出
す
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
ハ
ー
ド
ル
の
一

つ
が
町
内
各
地
域
の
力

の
差
だ
。
伊
方
町
は
２
０

０
５
年
４
月
、
九
州
に
向

け
突
き
出
た
佐
田
岬
半
島

の
旧
伊
方
、
瀬
戸
、
三
崎

の
３
町
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
。
以
後
３
回
の
町
長

選
で
伊
方
原
発
が
立
地
す

る
旧
伊
方
町
以
外
か
ら
の

立
候
補
者
は
な
く
、
今
回

も
同
様
だ
。

　
旧
三
崎
町
の
有
権
者
の

一
人
は
原
発
マ
ネ
ー
で
潤

っ
て
き
た
旧
伊
方
町
と
の

違
い
を
理
由
に
挙
げ
る
。

「
わ
し
ら
は
合
併
し
て
も

ろ
う
た
立
場
。
言
い
換
え

れ
ば
原
発
の
恩
恵
を
分
け

て
も
ろ
う
と
る
。
こ
こ
ら

か
ら
出
馬
し
て
も
町
政
は

う
ま
く
い
か
ん
じ
ゃ
ろ
。

９
千
人
余
り
の
有
権
者
の

半
数
は
旧
伊
方
町
の
住

民
。
原
発
の
あ
る
「
中

心
」
と
「
周
辺
」
と
い
う

地
域
構
造
は
、
合
併
か
ら

９
年
が
経
過
し
て
も
崩
れ

る
気
配
は
な
い
。

　
福
島
県
で
は
現
職
が
立

て
続
け
に
落
選
し
て
い
る

首
長
選
だ
が
、
伊
方
町
で

は
ど
の
陣
営
も
「
ド
ミ

ノ
」
を
気
に
す
る
そ
ぶ
り

は
な
い
。
あ
る
陣
営
関
係

者
は
強
調
す
る
。
「
福
島

の
場
合
は
未
曽
有
の
災
害

を
受
け
た
被
災
者
の
不
満

が
首
長
に
向
か
っ
た
と
聞

く
。
伊
方
と
は
違
う
」

愛
媛
新
聞
社
、
八
幡
浜

支
社
・
藤
中
潤

親
子
３
遺
体
、
心
中
か
土
浦

来
月
大
子
に
発
信
拠
点

展示や工房、身近に

大
子
に
春
の
訪
れ

豊
か
な
自
然
財
産

▲
田
ん
ぼ
に
ト
ラ
ク
タ
ー

が
走
り
、
用
水
堀
が
整
備

さ
れ
、
田
植
え
の
準
備
が

始
ま
っ
た
。
そ
こ
こ
こ
に

活
気
が
あ
ふ
れ
る
。
春
の

訪
れ
。
袋
田
の
滝
を
訪
れ

た
東
京
か
ら
の
女
性
２
人

と
話
を
し
た
。
袋
田
の
滝

は
、
那
智
の
滝
や
華
厳
の

滝
よ
り
す
ご
い
と
い
う
。

▲
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と

目
の
前
に
高
さ
１
２
０

、
幅

の
滝
が
流
れ

落
ち
る
。
水
量
が
増
し
た

滝
は
、
真
っ
白
い
し
ぶ
き

を
上
げ
、
思
わ
ず
「
う
わ

ー
っ
」
と
声
が
出
る
迫
力

だ
。
旅
慣
れ
た
女
性
た
ち

に
三
大
名
瀑
の
１
番
に
挙

げ
て
い
た
だ
い
た
の
は
う

れ
し
か
っ
た
。

▲
も
う
す
ぐ
徳
川
光
圀
公

お
手
植
え
と
さ
れ
る
「
外

大
野
の
し
だ
れ
桜
」
が
咲

く
。
沓
掛
峠
の
山
桜
も
見

事
。
展
望
が
素
晴
ら
し

い
。
昨
年
、
頂
上
ま
で
の

遊
歩
道
が
完
成
し
た
。
知

る
人
ぞ
知
る
名
所
だ
。
夏

は
特
別
暑
く
、
冬
は
厳
し

い
寒
さ
。
加
え
て
、
１
日

の
寒
暖
の
差
が
お
い
し
い

リ
ン
ゴ
を
育
て
、
日
本
一

の
コ
メ
を
作
る
。
こ
の
豊

か
な
自
然
は
、
人
間
本
来

の
感
性
を
高
め
る
貴
重
な

財
産
で
あ
る
。

大
子
町
　
運
転
手
　
飯

村
召
一
　

歳

漆
文
化
の
発
展
に
意
欲
を
見
せ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
麗
潤
館
」
の
矢
崎
孝
子
理
事
長

あ
ぜ
道
、
広
が
る
春
色

気
温
上
昇
古
河
・
３
度
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▲
姉
妹
都
市

交
流
で
稲
敷

市
を
訪
れ
て

い
る
カ
ナ
ダ

・
サ
ー
モ
ン

ア
ー
ム
市
の
使
節
団
が
き

の
う
、
同
市
佐
原
組
新
田

の
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
交
流
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
飾
り
巻
き
ず
し

作
り
を
体
験
し
た

写

真
。

▲
使
節
団
の
中
高
生

人

は
、
と
び
こ
や
青
の
り
、

ゆ
か
り
な
ど
を
ま
ぶ
し
て

色
が
付
い
た
酢
飯
と
、
カ

マ
ボ
コ
、
の
り
を
材
料

に
、
切
り
口
が
富
士
山
に

な
る
創
作
ず
し
に
挑
戦
。

初
め
て
包
丁
を
握
る
子
ど

も
も
い
て
、
恐
る
恐
る
カ

マ
ボ
コ
を
切
り
分
け
て
い

た
。

▲
天
ぷ
ら
や
う
ど
ん
が
好

き
と
い
う
セ
ー
ラ
・
ベ
ネ

ッ
ト
さ
ん

は

「
生
魚
の
す
し
は
苦

手
だ
け
ど
、
こ
う
い

う
す
し
は
好
き
。
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
た
。
両
市
の

交
流
は
旧
東
町
時
代

に
始
ま
り
今
年
で

年
目
。
夏
は
稲
敷
市

か
ら
中
高
生
を
派
遣

し
て
い
る
。

　
漆
の
木
の
保
護
、漆
掻
き
職
人
の
育
成
な
ど
を
通
し
て
、漆
文

か

化
の
継
承
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

麗
潤
館

矢
崎
孝
子

か
ん

じ
ゅ
ん

れ
い

理
事
長

の
本
部
施
設
が
４
月
５
日
、
大
子
町
内
に
オ
ー
プ
ン

す
る
。
漆
工
芸
品
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
漆
塗
り
の
体
験
工
房

な
ど
を
備
え
る
な
ど
、
漆
の
魅
力
を
幅
広
く
発
信
す
る
。
矢
崎

理
事
長
は
他
県
の
漆
産
地
と
も
連
携
を
深
め
な
が
ら
、大
子
を

基
点
に
漆
文
化
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
意
欲
を
見
せ
る
。

畑
の
あ
ぜ
を
彩
る
草
花

笠

間
市
下
郷

皇
族
の
帽
子
デ
ザ
イ
ン

　
平
田
　
暁
夫
さ
ん

ひ
ら

た
・
あ
き
お

帽
子
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
本
名
市
瀬
静
雄

い

ち
せ
・
し
ず
お

日
午
後

４
時

分
、
肺
炎
の
た
め
東

京
都
渋
谷
区
の
病
院
で
死

去
、

歳
。
長
野
県
出
身
。

葬
儀
は
近
親
者
で
行
っ
た
。

５
月
に
お
別
れ
の
会
を
開

く
。
喪
主
は
妻
市
瀬
恭
子

い
ち
せ
・
き
ょ
う
こ

さ

ん
。

　

代
で
東
京
・
銀
座
の
帽

子
店
に
入
り
、

年
に
フ
ラ

ン
ス
に
渡
っ
て
パ
リ
で
オ
ー

ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
帽
子
作
り

を
修
業
し
た
。

年
か
ら
平

田
暁
夫
帽
子
教
室
を
主
宰
。

日
本
を
代
表
す
る
帽
子
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
、
数
々
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
帽
子

作
り
を
担
当
、
皇
后
さ
ま
を

は
じ
め
皇
族
の
帽
子
も
手
掛

け
た
。

　
長
女
の
石
田
欧
子
さ
ん
も

帽
子
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

村
上
春
樹

の
表
紙

　
安
西
　
水
丸
さ
ん

あ
ん

ざ
い
・
み
ず
ま
る

イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
、
作
家
、
本
名

渡
辺
昇

わ
た
な
べ
・
の
ぼ

る

日
午
後
９
時
７
分
、

脳
出
血
の
た
め
神
奈
川
県
鎌

倉
市
の
病
院
で
死
去
、

歳
。
東
京
都
出
身
。
葬
儀
は

親
族
で
済
ま
せ
た
。
喪
主
は

妻
満
寿
美

ま
す
み

さ

ん
。

　
日
大
芸
術
学
部
卒
業
。
電

通
、
平
凡
社
な
ど
で
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
た

後
、
フ
リ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
に
な
っ
た
。
広
告
、

装
丁
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し

た
。
作
家
の
村
上
春
樹
さ
ん

と
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
「
村
上

朝
日
堂
」
シ
リ
ー
ズ
の
イ
ラ

ス
ト
な
ど
で
親
し
ま
れ
た
。

　
文
筆
活
動
も
盛
ん
で
、
小

説
集
「
ア
マ
リ
リ
ス
」
「
十

五
歳
の
ボ
ー
ト
」
な
ど
が
あ

る
。
毎
日
広
告
賞
な
ど
を
受

賞
し
た
。
他
の
著
書
に
漫
画

「
青
の
時
代
」
な
ど
。

　

日
午
後
２
時
ご
ろ
、
鎌

倉
市
内
の
自
宅
兼
ア
ト
リ
エ

で
執
筆
中
に
倒
れ
、
治
療
中

だ
っ
た
。
最
近
ま
で
忙
し
く

仕
事
を
し
、
倒
れ
た

日
の

朝
も
元
気
だ
っ
た
と
い
う
。

助
成
金
虚
偽
報
告

教
授
を
減
給
処
分

茨
城
大

　
茨
城
大
は

日
、
財
団

か
ら
の
研
究
助
成
金
の
使

途
に
つ
い
て
虚
偽
の
報
告

を
し
た
と
し
て
、
農
学
部

の

代
の
男
性
教
授
を
減

給

１
日
分
の
半
額

処

分
と
し
た
と
発
表
し
た
。

処
分
は

日
付
。

　
同
大
に
よ
る
と
、
男
性

教
授
は
、
研
究
に
使
用
す

る
薬
品
な
ど
を
大
学
の
予

算
で
購
入
し
、
財
団
の
助

成
金
で
購
入
し
た
よ
う
に

報
告
し
て
い
た
。
実
際
に

は
、
別
の
薬
品
購
入
な
ど

に
助
成
金
を
充
て
て
い

た
。
私
的
流
用
は
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
。
虚
偽
報
告

分
の

万
２
３
５
１
円
は

財
団
に
返
納
し
た
と
い

う
。

　
男
性
教
授
は
虚
偽
の
報

告
を
認
め
て
い
る
と
い

い
、
同
大
は
「
一
層
、
全

職
員
へ
の
会
計
ル
ー
ル
の

周
知
の
徹
底
を
図
り
た

い
」
と
し
て
い
る
。

　
農
林
水
産
省
の
統
計
に

よ
る
と
、
２
０
１
２
年
に

国
内
で
消
費
さ
れ
た
漆
の

約

％
は
輸
入
品
が
占

め
、
ほ
と
ん
ど
が
中
国

産
。
東
京
で
美
術
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
営
む
矢
崎
さ
ん
は

こ
う
し
た
現
状
に
危
機
感

を
抱
き
、
国
内
産
漆
の
安

定
的
な
生
産
と
漆
文
化
の

継
承
を
狙
い
に
、
昨
年

月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
国
内

有
数
の
漆
産
地
で
あ
る
大

子
町
内
に
設
立
。
ベ
テ
ラ

ン
の
漆
掻
き
職
人
を
は
じ

め
、
漆
工
芸
や
陶
芸
の
作

家
ら
を
メ
ン
バ
ー
に
、
漆

の
木
の
植
栽
・
保
護
、
漆

掻
き
職
人
の
支
援
・
育
成

の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

　
大
子
産
の
漆
は
高
級
漆

器
の
仕
上
げ
や
国
宝
級
文

化
財
の
修
復
に
使
用
さ

れ
、
透
明
感
や
伸
び
、
光

沢
の
良
さ
な
ど
高
い
品
質

で
知
ら
れ
る
。
一
方
で
、

職
人
の
高
齢
化
や
、
安
価

な
輸
入
品
に
押
さ
れ
、
生

産
そ
の
も
の
が
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、

現
状
を
打
開
し
よ
う
と
、

同
町
在
住
の
工
芸
作
家
、

辻
徹
さ
ん
が
漆
器
ブ
ラ
ン

ド
「
器
而
庵
」
を
立
ち
上

あ
ん

じ

き

げ
る
な
ど
、
新
し
い
漆
産

業
の
確
立
を
図
る
動
き
も

出
て
き
て
い
る
。

　
同
法
人
の
本
部
施
設

は
、
Ｊ
Ｒ
常
陸
大
子
駅
近

く
の
旧
病
院
建
物
を
改
修

し
て
使
用
す
る
。
漆
工
芸

品
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

漆
塗
り
の
体
験
工
房
、
関

連
品
の
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

備
え
、
漆
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
空
間
を
目
指

す
。

　
矢
崎
理
事
長
は
、
「
大

子
を
基
点
に
、
世
界
に
誇

れ
る
漆
文
化
を
盛
り
上
げ

た
い
。
施
設
内
の
展
示
ギ

ャ
ラ
リ
ー
は
世
に
出
よ
う

と
す
る
若
い
作
家
の
発
表

の
場
と
し
た
い
」
と
話

す
。

◇
　
　
　
◇

　
同
法
人
は
５
日
午
前

時
か
ら
、
本
部
施
設
の
オ

ー
プ
ン
を
記
念
し
、
同
町

池
田
の
休
耕
地
で
漆
の
木

の
植
樹
祭
を
開
催
。
本
部

施
設
の
見
学
な
ど
も
行

う
。
問
い
合
わ
せ
は
「
麗

潤
館
」
東
京
事
務
所

０

３

６
４
５
９

３
１
５

５
へ
。

沢
畑
浩
二

　
県
内
は

日
、
移
動
性

高
気
圧
の
影
響
で
、
各
地

で
４
月
上
旬
か
ら
下
旬
並

み
の
暖
か
さ
と
な
り
、
古

河
で
最
高
気
温

・
３
度

を
記
録
し
た
。

　
水
戸
地
方
気
象
台
に
よ

る
と
、
各
地
の
最
高
気
温

は
、
筑
西
下
館

・
０

度
▽
下
妻

・
９
度
▽
水

戸

・
７
度
―
な
ど
で
、

そ
れ
ぞ
れ
平
年
よ
り
３

６
度
程
度
高
く
な
っ
た
。

　

日
も
晴
れ
て
暖
か
く

な
る
見
込
み
で
、
最
高
気

温
は
水
戸
、
土
浦
と
も

度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
笠
間
市
内
の
畑
や
田
ん

ぼ
の
あ
ぜ
道
に
は
、
濃
い

紫
色
の
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
や
、

空
色
の
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ

リ
、
両
手
を
広
げ
た
よ
う

な
ナ
ズ
ナ
な
ど
、
見
過
ご

し
て
し
ま
い
そ
う
な
雑
草

が
鮮
や
か
に
咲
き
広
が

り
、春
色
に
染
め
て
い
た
。

嘉
成
隆
行
、
高
岡
健
作

　

日
午
前

時
半
ご

ろ
、
土
浦
市
烏
山
１
丁
目

の
男
性

方
で
、
男
女

３
人
が
死
亡
し
て
い
る
の

を
、
訪
れ
た
同
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
男
性
職
員

ら
が
見
つ
け
、
１
１

０
番
通
報
し
た
。
３
人
は

男
性
と
妻

、
長
女

で
、
土
浦
署
は
自
宅

内
で
遺
言
書
が
見
つ
か
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
男
性

が
心
中
を
図
っ
た
可
能
性

が
高
い
と
み
て
調
べ
て
い

る
。

　
同
署
な
ど
に
よ
る
と
、

妻
と
長
女
が
寝
室
で
あ
お

む
け
の
状
態
で
倒
れ
、
と

も
に
出
血
し
て
い
た
。
男

性
は
別
の
部
屋
で
ひ
も
で

首
を
つ
っ
て
い
た
。
男
性

が
妻
と
長
女
を
殺
害
し
、

そ
の
後
、
首
を
つ
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

　
関
係
者
に
よ
る
と
、
妻

は
認
知
症
で
要
介
護
認
定

を
受
け
、
長
女
も
精
神
疾

患
で
通
院
し
て
い
た
。
同

協
議
会
の
職
員
ら
が
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
　受
け

る
よ
う
勧
め
て
い
た
が
、

男
性
は
「
他
人
の
世
話
に

な
り
た
く
な
い
」
な
ど
と

し
て
拒
ん
で
い
た
と
い

う
。

　
地
区
内
の
民
生
委
員
が

日
午
後
、
男
性
宅
を
訪

ね
た
が
応
答
は
な
か
っ

た
。

日
朝
に
再
度
訪

ね
、
応
答
が
な
い
た
め
、

同
協
議
会
に
連
絡
し
た
。


